
①現状

１．提案の背景～河川水量が減少したことによる水環境の悪化

現在の下水道システム

スケールメリットを最大限活かした大きな処理区
処理場を当該処理区の放流河川の最下流に設置

土地利用の変化 ～ 保水機能の半減
都市部の流出係数：０.4程度 → ０.7程度
→ 地下浸透率：０.6程度 → ０.3程度

人工水路の築造
→ 河川へ流出する地下水を遮断

河川へ流入する地下水の減少生活排水のバイパス

②都市河川への影響

③都市部の水環境

２）国民の自然に対する意識は高い（内閣府「国土の将来像に関する世論調査（H１３．６）」より

老後はガーデニングや野菜作りが出来る田舎
（自然と触れる環境）で暮らしたい ８６％

自然とふれ合う機会を増やしたい
人口１０万人以上の都市では 約８０％

今より生活利便・自然環境のどちらの良い方に住みたい
生活利便 → 約３５％ 自然環境 → 約４５％

自宅や勤務先周辺で自然を感じたい
平成８年 ３６％ → 平成１３年 ４２％

①

②

③

④

都市河川の枯謁

都市部の国民に安らぎ・楽しみを与えることが出来ない

１）現状の下水道・土地利用が与える水環境

水量感ある好景観の喪失 魚、水生植物の生態系崩壊水遊びが出来ない

不満

提案13 河川流水の増量による楽しめる水辺環境の創造



２．提案の概要 ～ 分別処理により河川流水の増量を図る

家庭の汚濁源のうち洗剤を含む雑排水は
地区単位の分別処理により都市河川へ
排水。

家庭内汚濁源のうち風呂水は、
家庭内再利用・地下浸透。

分別処理された雑排水の処理水を、
せせらぎ水路に提供し、街中に水空間を創造

除害施設は独自に高度処理を行い、
雨水管渠を経て都市河川へ排水。

施策
②

風呂水

洗顔等 し 尿

除害施設

洗濯・掃除 水洗便所
リサイクル

下水処理場 独自処理雑排水処理施設

都市河川 大河川
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２４％
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定住人口排水量割合

出典：流域別総合下水道整備設計指針を基に算定

施策
①

施策
③

施策
④

下水の分別処理により処理水を可能な限り上流域で放流するとともに、生活排水のリサイクル・
リデュースを促進することにより、河川からの取水量を最低限に抑えて都市河川の増量を図る。

家庭排水量のうち４２％をリサイクル・リデュースし、４７％を都市河川へ排水する。

家 庭 内 排 水 ２８，１８０t / １０万人・日

１１，７６０t （４２％）

13,160t （47%）

１６，４２０t （５８％）

3,080t （11%）家庭内排水量/１０万人・日

平均 ： ２８０Ｌ／人・日

分別処理 独自 処理



３．提案の効果 ～ 人に楽しみを与える水辺環境が創造される

流水の清潔の保持
・汚濁源を希釈すること
から、より良い水質とな
り、水遊びを楽しむ。

動植物の保護
・魚釣りを楽しむ、
・水生植物や泳ぐ魚は、

良好な景観に寄与。

水量感溢れる良好な景観
・心安らぐ景観（水辺空間）

を散歩や昼食の場とし
て楽しむ。

街中にも水辺空間の創造
・分別処理水の供給によ

り創られた水辺空間を楽
しむ。

舟運

・ カヌーや舟下りを楽しむ

河川流水の増量により、流水の清潔の保持、動植物の保護、水量感溢れる良好な景観、舟運が確保
された川で様々な遊びができるようになる。

分別処理水の
供給による
せせらぎ水路



・道路部局 ： ノンポイント対策 （路面から流出する塵への対策） に貢献。
・河川部局 ：河川浄化施設や良好な景観を生み出す河川整備。

４．実現のためのシナリオ ～ 新たな下水道システムの構築

他部局との連携

下水道の健全な経営

流下管渠内
処理施設

個別処理

スケールメリットに負けない
高度処理・分別処理の開発

１千人～１万人規模
処理施設

風呂水の再利用 独自処理の構築

集約による合理化
高度処理などの法整備

再利用設備の設置
（一時貯留層など）

下 水 道 事 業 者 除 害 施 設一 般 家 庭

開発のメニュー

課題：専用管の増設、雨管利用の場合は雨天時対策

新技術・新排水設備

eｔｃ．

共同・協力

・下水処理量の減少により収入源が減少するため、現在の使用水量による料金体制の見直しなど、経営の一層

の健全化が必要。


